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複合施設整備事業施設建設建築工事費用は、可能な限り国の複合施設整備事業施設建設建築工事費用は、可能な限り国の
補助金や基金を活用し、財源確保に努める補助金や基金を活用し、財源確保に努める
議案第３号　専決処分の承認を求めることについてのほか、議案13件が付託され、いずれも
原案のとおり承認、可決及び同意されました。

工期については、限られた敷地内で複数の工事作業が重なる
ため、全体の工程を調整した結果、各設備工事の工期に合わ
せて31日間延長する。一方、契約金額については、施設利用
者の利活用と空間価値の向上を検討した結果、増額分として、
内装フローリング等の仕様変更で約1,900万円。減額分として、
造作家具を取りやめ既製家具への変更のほか、諸室の仕様見
直しなどにより約１億7,784万円。また、急激な物価・賃金の上昇によるインフレスライドに
より約２億1,820万円の増加。これらにより計約5,936万円の増額となった。今後も、予期せぬ
工事費の増嵩に対しては、可能な限り国の補助金や基金を活用し、財源確保に努めながら、対
応していきたい。

Q
●● 議案第13号　�複合施設整備事業施設建設建築工事請負契約の一部変更について

工期と契約金額の関連について

Ａ

総務 常任委員会総務 常任委員会

各委員会に付託された議案の審査経過と結果について、主なものを報告します。

Ａ 生産者の取引量が減っていることから、新年度は事務
所や店舗の使用料を1/2減免するためである。

卸売市場使用料の減額の理由について

●● 議案第27号　令和８年度白河市地方卸売市場特別会計予算

Q

白河市公設地方卸売市場は、生産者の取引量が減っている白河市公設地方卸売市場は、生産者の取引量が減っている
ことから、新年度は事務所や店舗の使用料を1/2減免ことから、新年度は事務所や店舗の使用料を1/2減免
議案第５号　白河市旗宿地域振興基金条例のほか、議案７件が付託され、いずれも原案のとお
り可決されました。

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

白河市公設地方卸売市場

卸売市場使用料

これまで放課後に巡回補導を行っていたが、近年は、巡回
中に子供を見かけない状況が続いていた。そのため補導の
在り方を見直し、イベントに特化した補導に切り替えたた
め、補導の総回数が減ったことによる減額補正である。

Q
●● 議案第33号　令和７年度白河市一般会計予算（第８号）

少年センター運営費の少年補導員報酬が減額補正になった
理由について

Ａ

複合施設内部イメージ

巡回補導の様子
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内容は、イーモというアプリを登録して、白河駅にある電気
自動車を利用する事業であり、平日は基本、公用車として利
用し、土日祝日は、一般開放して観光客等が利用している。
また、令和７年度の２月末までの利用実績としては、利用回
数406件、走行距離約16,000㎞である。

内容は、営農の記録や耕作地の把握、事業継承など負担が大
きいものを支援するもので、アプリの使用料の1/2、上限２万
円まで補助する事業である。また、対象は、認定農業者、認
定新規就農者、集落営農、農業法人等の農業の担い手である。

カーシェアリングサービス利用料の内容と実績について

営農助っ人アプリ活用事業補助金の内容と対象について

●● 議議案第20号　令和8年度白河市一般会計予算

Ａ
Q

Q

営農アプリ使用料を補助

カーシェアリング

農業DX推進事業

環境保全促進事業

こども誰でも通園制度を実施する事業者の確認基準を定めるこども誰でも通園制度を実施する事業者の確認基準を定める
条例を制定条例を制定
議案第７号　白河市特定乳幼児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例のほか、議案
９件が付託され、いずれも原案のとおり可決または同意されました。

タブレットについては全てのタブレットが更新対象となるが、
電子黒板については、更新ではなく、未設置箇所への計画的な
設置にかかる費用である。

対象世帯にアプリ利用に関する案内を送付し、アプリのダウン
ロードをお願いする。当該アプリは子育て世帯１世帯につき５
人まで登録可能で、それぞれが医療相談をすることができ、ア
プリに登録している医師からアドバイスを受けることができる。

一時預かり保育を月４日以内の範囲で利用可能である旨を案内している。

Q

Q

Q

●● 議案第７号　白河市特定乳幼児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例

●● 議案第20号　令和８年度一般会計予算

「ＩＣＴ教育環境整備事業」で、タブレットの更新に加え、
全ての電子黒板も更新するのか。

「アプリによる子育て世帯の医療相談事業」について、事業
の周知方法と詳細について

誰でも通園制度の利用時間の上限である月10時間を超えた場合の対応は

Ａ

Ａ

Ａ

教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

タブレット

アプリ利用の様子
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要望があれば設置する方向で検討する。

進捗率は62%で、令和８年６月11日の完成を見込んでいる。

人工衛星から市内全域にマイクロ波を放射し、地中3メート
ルまでの漏水を調査する。
宮城、岩手、山形、福島の15事業体で共同発注する予定で
あり、費用も抑制される。

委託業務の性質上、県が運行等の協議を行う株式会社ヘリサービス及
び専門技術を持つ西白河地方森林組合の２者と、それぞれ随意契約を
している。

工事に伴う消火栓設置の10箇所については地域の要望と思うが、設置の判断基準はあるのか

現在の進捗状況と工事完成の時期は

人工衛星を活用したAI漏水調査について

松くい虫の空中防除の委託先はどこか

●● 議案第17号　�大谷地長坂線道路改良舗装工事請負契約の一部変更に
ついて

●● 議案第28号　令和８年度白河市水道事業会計予算

●● 議案第33号　令和７年度白河市一般会計補正予算(第８号)

Ａ
Q

Q

Q

Q

大谷地長坂線の道路工事の様子

松くい虫の空中防除

　３月16日閉会日に、「白河市議会議員定数等検討特別委員会設置に関する決議」が、佐川京子議員
及び植村美洋議員により提出され、採決の結果、全会一致で可決されました。

【提出された決議案】
　白河市議会議員定数等検討特別委員会設置に関する決議
　１．本市議会に委員８人から成る特別委員会を設置するものとする。
　２．本特別委員会は、本市議会の議員定数及び報酬等についての調査研究を行う。
　３．�本特別委員会は、第２項に掲げる調査研究が終了するまで、閉会中もなお継続して調査することが

できるものとする。
【特別委員会】
　委員長　筒井　孝充　　副委員長　戸倉　宏一
　委　員　植村　美洋　　大木　絵理　　  水野谷正則　　  佐川　京子　　  大花　　務　　  深谷　　弘

白河市議会議員定数等検討特別委員会を設置白河市議会議員定数等検討特別委員会を設置

大谷地長坂線道路改良舗装工事は計画どおりの進捗大谷地長坂線道路改良舗装工事は計画どおりの進捗
議案第８号　白河市農村公園条例の一部を改正する条例のほか議案10件が付託され、いずれも
原案のとおり可決及び同意されました。

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会


